
DAFlingual : 聴覚遅延フィードバックを用いた
英会話学習補助手法の提案

北山 史朗1,a) 西本 一志1,b)

概要：本研究では，英語習熟者と英語学習者の英会話時に，英語習熟者に聴覚遅延フィードバックによる
会話阻害を与え，発話速度の低下や割り込みやすい間を発生させることで英語学習者を支援する手法を提

案する．発話に対し，200ms程度の遅延を加えて話者に音声をフィードバックすると，正常な発話が阻害

されることが知られている．この阻害効果は，完全に発話を止めるほどの強制力は持っていない．そのた

め，表面上は自然な会話を維持しつつ発話に働きかけることができる．我々はその特性に着目し，英語学

習でよく見られる英語学習者と英語習熟者の英会話において，英語習熟者に発話阻害を行い英語学習者を

支援する手法を提案する．

DAFlingual：A Supporting Method to Improve
English Conversation Skill by Applying Delayed Auditory Feedback
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Abstract: We propose a supporting method to improve English conversation skill by applying delayed au-
ditory feedback to a proficient English speaker in conversation by the proficient and novice English speakers.
The method can make some pauses in the middle of proficient speaker’s speech, so the pauses make conver-
sation easy for novice. It is well known that human speech is disturbed by feeding the speaker’s speaking
voice back to him/her at a delay of a 200 milliseconds. The disturbance does not have so strong force that
completely stop the speech. Therefore, we can affect the speech while the speaker can continue talking.
Focusing on the effect of disturbing speech, we propose a supporting method for learning English.

1. はじめに

ビジネスやアカデミックなどの様々なシーンでグローバ

ル化が急進展する今日，様々な国籍の人々とディスカッ

ションや協同作業を行う機会が増加している．また，異文

化圏の人々との私的な交流にも英語は必要である．異なる

バックグラウンドを持つ人々との交流は，人生によい刺激

を与えてくれる．このように，英語は誰にとっても今や不

可欠なコミュニケーションのための技術であると言える．

このため，教育の現場では英語のための様々なプランが検

討されている．文部科学省が策定した「『英語が使える日
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本人』育成のための行動計画」では，ALTやネイティブス

ピーカーの授業参加といったように，英語でコミュニケー

ションを取る機会の増加が掲げられている．

しかしながら，英語の習得は依然として容易ではない．

高校 3年生を対象にした文部科学省の調査によると，その

多くが CEFRにおける A1～2レベルに収まっており，特

に話す能力と書く能力が低い [1] ．また Xunらは，非ネイ

ティブスピーカーが英語の聞き取り時に抱える問題を分類，

整理している．その中で，一度聞き取りに問題が生じると，

その問題が雪だるま式に大きくなっていき，最終的に会話

に取り残されるという点が，非ネイティブスピーカー特有

の問題として指摘されている [2]．また，日本人は英語を話

すことに対する不安を抱えており，それが英会話への積極

的な参加の妨げとなっている [3]．

本研究では，会話への割り込みに着目する．適切なタイ
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ミングで相手の発話に割り込むことができるようになれ

ば，聞き取れなかった点や理解が追いつかなかった点を逐

一確認することができるので，雪だるま式に疑問点が大き

くなり会話に取り残されるという問題を防止することが

できる．わからなかった点を適宜相手に質問し，説明して

もらい理解して話を先に進めるという流れは，望ましいコ

ミュニケーション形態である．このような望ましい形態の

コミュニケーションを英語で成立させたという成功体験を

積み重ねることで，英語でやり取りができるという自信が

得られる．

しかし，特に英語の初学者にとって，適切なタイミング

で割り込むことは容易なことではない．そもそも英語を話

すこと自体に不安を抱えている状態で，ネイティブ話者や

英語上級者などの英語習熟者らが流暢に話しているところ

を遮って自分がたどたどしく話し始めることには，一般に

大きな心理的障壁が存在する．英語初学者でも割り込み発

話がしやすくなるように，英語習熟者らの発話中に割り込

みやすいタイミングや間を作る必要がある．

そこで本研究では，英語習熟者と英語学習者の英会話にお

いて，習熟者に聴覚遅延フィードバック（Delayed Auditory

Feedback，以下 DAF）による発話阻害を与え，習熟者に

よる発話の速度を低下させるとともに適度な間を生じさせ

ることで，学習者が割り込みやすいタイミングを作り出す

手法を提案する．

2. 関連研究

聴覚遅延フィードバック（DAF）とは，話者の話し声を

200ms程度遅延させて話者にフィードバックすることを指

す．フィードバックを受けた話者は，円滑な発話が妨げら

れたり，音を繰り返したり伸ばしたりする現象が現れるこ

とが知られている [4]．これが，DAFによる発話阻害であ

る．従来 DAFに関する研究は，聴覚研究分野でほとんど

行われており，発話阻害現象の分析や要因の解明が主たる

研究対象であった．一方，DAFを工学的に応用する研究

事例は非常に少ない．栗原らは肉体的な苦痛を伴わずに発

話を阻害し，会話のコントロールやプレゼンテーショント

レーニングに利用できるシステム SpeechJammarを開発し

た [5]．また，池之上らは DAFによる影響を発話ではなく

楽器演奏の練習支援に利用した．ドラムを打撃するタイミ

ングと，それによって生じる音の発生タイミングの間に，

聴覚的に知覚できないごく短時間の遅延を加えることで，

無意識的に生じる動作変化を用いてドラムスティック制御

訓練支援システムを開発した [6]．

本研究では，DAFを言語学習支援に応用することを試み

る．大岩らと府川らは，ともに DAF環境下で母国語と外

国語の読み上げ課題を行わせ，DAFの影響を調べた．府

川らは言語の違いと読み上げ課題の性質による違いを [7]，

大岩らは DAFによって自身の発音にどれほど意識を向け

るかを調査している [8]．いずれも母国語発話と外国語発

話のそれぞれに対するDAFの影響を調査したものであり，

本研究と同様に語学学習に関連するが，本研究では読み上

げ課題ではなく，DAFの会話時の影響を利用して語学学

習の支援を試みる点で，これらの研究とは大きく異なる．

3. DAFの利点と提案手法

我々は，外部からの働きかけにより英語習熟者の発話に

割り込みやすい自然な間や詰まりを発生させる手法を研究

している．そのために本研究では，DAFの持つ会話阻害

効果を学習のための英会話に応用する．

会話時にDAFが会話者に影響をあたえることは，David

らの研究によって確認されている [9]．DAFによる阻害効

果は，発話を完全に止めるほどの強制力は持っていない．

DAF影響下であっても，発話時の違和感やどもりの誘発等

の効果はあれど，会話を継続することが可能である．これ

により，自然な会話の形式を保ったまま話者に働きかける

ことができる．これは，他の会話阻害方法にはない，DAF

の大きな利点である．

本研究では，英語学習時によく見られる，英語学習者と

英語習熟者との英会話において，習熟者に DAFによる発

話阻害を行うことで学習者を支援する手法を提案する．

4. 実験計画

DAFが英会話において英語習熟者に有用な影響をあた

えるかについて調べるための，予備的な実験を行った．

4.1 実験設定

外国人の英語習熟者 1名と日本人の英語学習者 1名に英

会話をしてもらった．英語習熟者は，ネイティブではない

が日本に来て英語で不自由なく研究活動を行っている者で

あり，英語能力には問題ないと判断した．会話時，最初は

音声フィードバックなし (以下：NAF)で会話してもらう．

約 7分経過後，約 200msの DAFを与えた．さらに約 7分

経過後，約 400msの DAFを与えた．なお，学習者には習

熟者に DAFによる発話阻害が行われることを知らせてい

ない．会話終了後に，DAFの有無や遅延時間によってど

のような印象を受けたかインタビューした．

4.2 インタビューと動画分析

習熟者からは「自分の声を聞きながら話すのは奇妙な感

じだった．」「話しづらくはあったが，完全に止まる程では

なく，発話を継続しようとした．」「文の途中でちょっと止

まる事があった．DAFの時間が長くなってから，自身が停

止していることを認識した．」「長文を話すことが難しかっ

たので，短い文に切り替えた．」「考えながら話すと発話し

づらかったため，考えることと話すことを切り分けた．」と

いった感想を得た．また，DAFを与えたことにより，研究
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意図をある程度察したとのコメントも得られた．

学習者からは「DAFが始まってから，話している時に何

度も詰まることがあり，自分に配慮してくれていると感じ

た．」「詰まっているのは配慮してくれているからなのか，

自分の振った話が答えづらいものなのか判別できなかっ

た．」「相手の話す量が減り，聞きやすくなった．」といった

感想を得た．

会話を記録した映像を分析してみると，約 200msのDAF

を与えた際，明らかに発話スピードが落ちていた．また，

何度も言葉に詰まる場面が見て取れた．インタビューで得

た回答のとおりに，長文を話す頻度が減り，話す場合も何

度も停止するようになった．約 400msの DAFを与えた際

は，200msの時と比べ若干話すスピードが早くなった印象

を受けたが，特段に大きな変化はなかった．

4.3 考察

英会話時においても DAFは，発話速度の低下，言葉の

詰まりの誘発，長文の発話を抑制するといった効果がある

と考えられる．これらの効果は，本研究の目標とする「割

り込みやすい自然な間の発生」に非常に有用であると考え

られ，提案手法の基礎的な有効性を確認できた．一方，今

後の実験において改善すべき点もいくつか見受けられる．

今回の予備的な実験では，NAF状態からいきなり DAF

を与えた．これでは，明確に何か働きかけを行ったことが

被験者に伝わってしまい，「自然な会話の形式を保ったま

ま働きかけることができる」という DAFの最大の利点を

損ないかねない．インタビュー時にも研究意図を察したと

いうコメントも得られたため，改善しなければならない

点だと考えられる．そこで，今後の実験では遅延の無い音

声フィードバックを初めから与えておき，途中から遅延

フィードバックに切り替えるといった対応策を取る必要が

ある．

また，今回はNAFからDAFという順番でフィードバッ

クを与えたが，時間経過による会話相手への慣れや，ひと

つの話題に関するやりとりを継続できるかできないか，等

の影響を考慮しつつ，DAFから NAFへといった順序も考

慮して評価する必要がある．今後は，これらの知見を踏ま

えた実験設計を行っていく．

5. まとめ

英会話で英語学習者が積極的に割り込みを行いやすくす

るために，英語習熟者の発話速度低下や発話に間を発生さ

せるための手法を提案した．DAFの会話阻害効果を利用

することで，自然な会話の形式を保ったまま発話速度の低

下や間の発生を行える可能性が示唆された．今後は，実験

設定の改善と，英語学習者の発話量の変化に着目してさら

なる調査を実施し，応用方法を探っていきたい．
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